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地球上のすべての生物の遺伝暗号は、A, G , C , T の４種

類の文字（塩基）を用いてDNA上に記述されている。この

４種類の文字は、AとT、GとCがそれぞれ相補的に組み合

わさることにより塩基対を形成してDNAは二本鎖構造をと

る。そして、この塩基対の法則にしたがって、DNAの情報

はmRNAに転写され、mRNA上の塩基の配列は翻訳により

タンパク質中のアミノ酸配列に解読される。mRNA上の３

つの塩基の並び（コドン）がそれぞれのアミノ酸の暗号に

変換され、20種類のアミノ酸から成るタンパク質が合成さ

れる。

もし、新たな人工塩基対（第5と第6の塩基）を天然の

DNAに導入することができれば、従来の４種類の塩基によ

るコドンの組み合わせ（4×4×4＝64通り）は、６種類の

塩基により216通り（6×6×6=216）にまで増える。この拡

張されたコドンに21種類以上のアミノ酸を割り当てること

ができ、新規機能性タンパク質の創製への道を開く。また、

人工塩基を導入したDNAやRNAは、新機能核酸としての

機能を持たせることも出来る。最近、我々は、転写と翻訳

で機能する新規人工塩基対（x-yとs-y）の開発に成功した。

リボソーム中でのs-y塩基対（白色）の相互
作用をイメージしたもので、ピンクのチュー
ブはmRNA、グリーンのチューブはtRNAで
ある。
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人工塩基対の創製
～遺伝暗号の拡張・新規核酸材料の開発を目指して～
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人工塩基（X,Y）を加えることにより新し
い機能をもつ核酸を作り出す。
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人工塩基対を介して s や v を含む鋳型DNA

から転写によりRNA中に機能性の置換基を導入

したyを選択的に導入することができる。また、

z-s塩基対を用いるとRNA中に蛍光性の人工塩

基sを導入することができる。これらの反応は、

人工塩基を含むPCR用のプライマーと機能性基

質（yTPなど）を供給することにより、通常の

PCRとT7転写のキットで利用できる。
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ＲＮＡ中への機能性コンポーネントの部位特異的導入法

RNAアプタマーにビオチン化 yを導入した例

ビオチンを導入したanti-(Raf-1)アプタマーは、水晶発振子（左側）やビアコア(右側）のセン
サーチップに効率よく結合し、Raf-1タンパク質と特異的に結合する。


